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初めて望遠鏡を購入せられる方々の誉めにqD
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　扮て，望遠鏡を購入した時，10cm級の反射経緯豪，或は8cm級の屈折経

緯蚕のものでは，観測の度毎に，屋外に持ち出す事は，差ほど苦にならない

のであるが，経緯豪でも15cmの反射位になれば，その重量も相當大きいも

ので，一一’人で持ち運びすることは困難である．それであるから，殆んど，単

軸の天膿槻測に，一一一々屋外に出し入れする事は四劫になる．それでも，始め

の内は物珍らしさのため、努力して餅盤槻望をするであらうが，年月が過ぎ

るに七って，臆ては望遠鏡を物置きの一隅に，死秘する：様になるのである．

それを防ぐには，移動の必要のない：事用の親測点乞設ける1とである・又た

赤道儀式は，その大小を問はす，その本締の性質上よりも，一定の場所に据

付けて置かねばならないから，是非観測藁を作る必要がある．

　然らば，観測豪を如何様に作れば便利であるか，亦如何なる臥所に設ける

が良いか，と云ふことを概括して書いて見よう．

　同じ作るなれば，出陣得る限り縄界の庚い場所を選ぶ強きであるが，都會

生活者には，之が仲々得られないものである，一般に，地面より高瓶程，硯

界を増すものであるから，成る円く高所に作るが好い．その一一一法として，掃

一ltを利！tiするのもよい．この揚含，家屋がコンクリ1卜造りであれば，申分

ないのであるが，我が國の家屋は大部分が木造であるから，機械の大きさに

制限がある．嘗て，射場氏が15cm反射赤道儀を木造二二建の屋上に設置せ

られたことがあるから，先づ，15Cmの反射なれば利用出來る。これ以上の

大きさになると不可能である，伊達英太郎氏は現在」ユqn反射赤道儀を鷹接

窒㌧（木造洋館牛屋）の屋上に設鐙されてるる，氏の話に依れば，一一人にての

槻測なれば，何等振動を感じないとのことである，清水眞一氏の槻測i享iの如

く，家屋の脇に鐵筋コンクリ1ト造りの櫓を造ると非常に良い，親測豪の床
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が木造である時は，この．ヒに直接望遠鏡を据え付けてはいけない．この揚合

は，望遠鋳は屋根の上に作ったコンクリ1トの峯に取り付けて，床と絶縁す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．そうしないと
　　　　コノ方法デハ
　　　　　　　　　　　　　　　　壇虚磯’鋸
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望遠鏡が振動して

三下が出來ない．

（築一・一圖参照）・！5Cn正

の反射赤道儀，或

は：10（：mの屈折∫寿こ

道儀より以士1の大

きな望遠鏡になる

と，木造建築の屋

t．．ヒに据え付けるこ

とは不安定：となる

ので，猫立しk木

・造の櫓を作り，地

中より立てた鐵筋

コンクリ1トの支

柱に，上端に：望遠

鏡を取付けねばな

らない．木造の櫓

の代りにコンクリ

ii・の櫓を造るの

もよい．

　次に櫓である

ヵ1，　こ建婦まよく京

阪紳地方に：て見受

けられる物干毫の

如く，作るのも良

く，或は亦四周を
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間つた部室の如きものとするのもよい．後者は街燈等の光を遮断出來るので

便利である一是等の揚合，望遠鏡は野外に置かれてあるから，不正用時に雨

露を防ぐために，適當な設備が入用である．組み立て式格納庫及び移動式格

納庫がその最：も簡輩なものである，

　組立式格納庫．数個の部分晶を組み合せて，完全な格納庫になる様に作った

もので，天驚槻測は各部分に分解して，．格納庫を取b除けて行ふ仕組である

から，出來る限り輕量に，各部分を作るのである．第三圃は，その一例とし

て10cm反射赤道儀用のもの，各部分を木骨で作る揚合の，大日の骨組と寸

法とである．この木製フレ1ムに片面30番位のトタンを張る．フレ1ムの小

突趙は嘩に作った穴に入れる査めで，これに依って丈夫になる．麗風の時の

ために，．支線を張るための金物を取付けて置く．詳細な所は各自適當に工失

せられたい。伊逮英太郎氏の1Ltcm反射はこの式を探用して居られる．

　移動式絡納庵（Run－off　shed）．　it　」，／・は，底がなく筋方が開閉1．｛：1來る扉になっ

てみる小念に，車を：取付け，レ1ルの上を自丁｝1　va移動出來る様になつ陀もの

で，多くの入々に依って利用されてるる．例へば，木二成二三の30cm反射赤

道儀の格納庫もこの式である．花山天文享にもtの式の格納庫が二三ある．
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私も5cm屈折赤道儀にこれを利用してみるt
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　移動屋根式襯測鍵（Sliding　Roof）・これは槻測室の屋根のみが移動する仕組、

であって，倉敷の30cm反射，松山高枝のユ5Cm屈折，私の21cm反射等の

観測室がそれである・

　謡曲は私の21cm反射の槻測室である．屋根は水zドに移動する様にした．

車及びレ1ルは戸に用ぴるものである・木造で，屋根は30番のトタン板を張

り，ペンキを塗ったもので，非常に汚く開閉が出來る．地面よりの高さは函

丈で6J〈，屋根船で1択5寸である・床面積は9尺李方である．　r桟の移動距

離は約9尺であるが，これは画面かすぎた憾がある．

　丸屋根観測室（Dome）・之れが最も理引際に近いものであるが，非常に高償で

ある．丸屋根の廻縛が圓滑である様に，H．つ，ハ門手・で容易に動かせる様に作

る可きである．

　　　　　　　　　　　　8観測蔓附庵設備

　天宮観測は大部分夜間行はれるものであるが，照明装置がないと不便なこ

とが多い．観測を始める前に，必要な準備をする闇は，普通の白色電燈（5W

位がよV・）を門火し，観測中は之を浦して，噌黒とするか，亦は寝窒用の赤

色電燈，又は燈色のネオン電燈を瓢燈する．

　星圖その他の物を置く小さなテ1ブルを，前記電燈の下部に設け，その脇

に，槻塗上の事項を一時的に記入するために黒板を取付ける．

　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　こ×『　　　　　　×　　　　　　　x

　白蓮鏡に就て一個々の望遠鏡の性質，特性，望遠鏡の機構一一詳しく書き

たいのであ砂ますが，絵りに彪大なものとなりますので，省略致しました・

赤道儀の据付方をも書きましたが，これは他日，本誌に磯表致します．大部

分のものを割愛致しましたので，甚だ要領の得ないものとなりまして恥かし

きi次第であります．　　　　　　　　　　　　　　　　（1936．9．13）


